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　まだまだ注意が必要ではありますが、以前と比べるとだいぶ落ち着きを取り戻してきた
ように思える新型コロナウイルスの状況。３／１３からは国のマスク着用方針も緩和され
るということで、今後の広報誌ではマスクのない状態で、しっかりと皆さん表情を撮影で
きるようになるのではないかと思っています。そうなれば、これまで以上に写真の重要性
が増していくと思います。皆様の素敵な表情を引き出し、よりよい広報誌を作っていくた
めにも、しっかりとカメラの技術向上を目指していくと共に、撮る側が笑顔でなければ撮
られる側も笑顔になれないと思いますので、しっかりと笑顔の練習をして取材に臨みたい
と思います。   　　　　　　                         　　　　　　　　　　           （長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111

令
和
四
年
度 

第
十
一
回
理
事
会

令
和
五
年
二
月
二
十
二
日
㈬
開
催

議
案
事
項

1 次
第

報
告
事
項

2 議
案
№
１
　
総
代
選
挙
管
理
者
・
立
会
人
の
指
名
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
１
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
１
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
４
年
度
１
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
５
年
１
・
２
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
自
主
検
査
結
果
と
り
ま
と
め

に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
相
談
・
苦
情
等
の
対
応
状
況

に
つ
い
て

報
告
№
９
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
４
年
度
12
月
末
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
４
年
度
第
３
回
債
権
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
13
　
県
有
財
産
一
般
競
争
入
札
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
総
代
選
挙
要
領
・
役
員
選
任
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

報
告
№
15
　
令
和
４
年
度
期
末
見
込
お
よ
び
次
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

12



　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
部
会
は
、
２
月
７
日
か
ら
９
日

の
日
程
で
、
視
察
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
視
察
に
訪
れ
た
の
は
、
沖
縄
県
の

沖
縄
本
島
に
あ
る
名
護
市
と
、
南
風

原
町
津
嘉
山（
つ
か
ざ
ん
）地
区
で

す
。
沖
縄
で
は
、
す
で
に
か
ぼ
ち
ゃ

の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
研
修
会
に
は
、
大
谷

部
会
長
を
は
じ
め
部
会
役
員
４
名
に

加
え
て
五
島
振
興
局
と
Ｊ
Ａ
ご
と
う

の
担
当
職
員
そ
れ
ぞ
れ
２
名
に
、

取
引
先
の
M
V
M
商
事
株
式
会
社

か
ら
真
利
氏
に
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
。
現
地
を
案
内
し
て
く
れ
た

の
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
農
産
部
の
職
員

の
方
々
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
は
、
平
成
14
年

に
県
下
27
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
正
組

合
員
数
４
５
０
０
０
人
の
県
単
一

Ｊ
Ａ
と
し
て
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
那
覇
空
港
か
ら
車
で
１
時
間
30

分
。
名
護
市
が
あ
る
北
部
地
区
で

は
、
土
壌
診
断
の
指
標
が
㏗
５
・
１

と
い
う
酸
性
土
壌
を
活
か
し
て
栽
培

さ
れ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
主
要
作
物

で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
部
会
員
１
０
０
名
が

作
付
面
積
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
か
ぼ

ち
ゃ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
品
種
は

「
え
び
す
」が
５
割
と
最
も
多
く
、
他

に
も「
く
り
将
軍
」、「
栗
天
下
」な
ど

が
栽
培
さ
れ
、令
和
３
年
度
は
、出
荷

量
３
３
８
ト
ン
の
内
１
６
０
ト
ン
が

M
V
M
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
部
地
区
で
は
、
令
和
元

年
度
か
ら
２
年
度
に
か
け
て
疫
病
に

よ
る
腐
敗
果
が
多
発
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
部
会
で
は
農
薬
の
適
宜

散
布
を
義
務
化
す
る
な
ど
、
病
害
虫

対
策
を
徹
底
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
那
覇
市
に
近
い
南
風
原
町
津
嘉
山

地
区
は
、
部
会
員
23
名
で
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
南
風
原
町
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
の

里
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、
主
要
品
種

は
「
え
び
す
」
で
す
。

　
完
熟
さ
せ
る
こ
と
で
糖
度
が
20
度

を
超
え
る
甘
さ
が
特
徴
で
、「
津
嘉
山

完
熟
か
ぼ
ち
ゃ
」「
南
風
原
か
ぼ

ち
ゃ
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
県
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
市
場
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
品
薄
に
な
り

価
格
が
上
が
る
時
期
に
高
品
質
な

か
ぼ
ち
ゃ
を
安
定
し
て
出
荷
す
る
こ

と
で
、
高
い
市
場
価
格
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
宅
地
開
発

に
よ
る
区
画
整
理
が
進
み
農
地
が
減

少
。
部
会
員
の
高
齢
化
も
相
ま
っ

て
、
最
盛
期
は
45
名
い
た
部
会
員
も

半
減
し
て
い
て
、
産
地
と
し
て
は
縮

小
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　
圃
場
は
住
宅
地
に
囲
ま
れ
、
い
わ

ゆ
る
都
市
型
農
業
で
、
中
に
は
近
隣

地
区
に
出
向
き
作
付
け
を
行
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　
も
と
も
と
南
風
原
を
含
む
南
部

地
区
は
、
㏗
６
・
８
〜
８
・
０
の

弱
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
で
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
他
に
も
極
楽

鳥
に
似
た
花
で
極
楽
鳥
花
と
も
呼
ば

れ
る
ス
ト
レ
リ
チ
ア
も
栽
培
さ
れ
て

い
て
、
訪
ね
た
集
荷
場
で
は
選
花
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
地
圃
場
で
の
研
修
を
終
え
た

私
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
営

農
担
当
者
と
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

沖
縄
で
は
高
齢
化
に
よ
る
作
付
面

積
の
減
少
と
、
台
風
の
被
害
対
策

と
い
う
五
島
地
区
と
同
じ
課
題
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
沖
縄
の
部
会
員
は
、
人

数
が
減
少
す
る
中
で
も
、
ブ
ラ
ン
ド

か
ぼ
ち
ゃ
の
産
地
と
し
て
意
識
が
高

く
、
目
揃
え
会
に
は
全
員
が
サ
ン
プ

ル
を
持
ち
寄
っ
て
行
う
そ
う
で
す
。

ま
た
、
集
荷
時
の
検
査
も
基
本
は
職

員
が
行
い
ま
す
が
、
部
会
員
同
士
で

も
選
果
基
準
が
甘
い
場
合
に
は
遠
慮

な
く
注
意
し
合
う
関
係
性
が
出
来
て

い
る
な
ど
、
部
会
の
結
束
力
が
強

く
、
部
会
員
同
士
の
意
思
疎
通
も
充

分
に
図
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

　
台
風
対
策
と
し
て
は
、
防
風
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
ほ
か
、
圃
場
の
間
作

に
ソ
ル
ゴ
ー
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
植
付

け
る
防
風
対
策
を
部
会
全
体
で
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
大
谷
部
会
長
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
圃

場
は
、
五
島
の
方
が
平
地
が
多
く
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ブ
ラ
ン
ド

化
や
産
地
化
を
目
指
す
に
は
、
部
会

員
の
意
識
の
向
上
と
、
お
互
い
の
意

思
疎
通
や
情
報
共
有
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関

や
部
会
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
面
積

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
五
島
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
こ
れ
か

ら
苗
の
植
え
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
前
に
こ
う
し
て
視
察
研

修
が
出
来
た
こ
と
は
と
て
も
有
意

義
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
沖
縄

で
得
た
技
術
を
生
産
者
の
方
々
に

伝
え
活
か
し
、
昨
年
以
上
の
実
績

を
残
せ
る
よ
う
圃
場
巡
回
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　沖縄から戻り１週間後の２月16日、
ほめられかぼちゃ部会は早速、部会役
員会を開きました。
　国が令和５年度の概算予算で園芸
作物の生産と供給を拡大するため加
工・業務用向けの大規模契約栽培に
取り組む産地を育成支援する「大規模
契約栽培産地育成強化事業」を策定

したことを受けて、部会では事業への参
加と定められた事業要件を部会員全員
で満たすことで産地拡大の足掛かりと
することを決定。24日の栽培講習会で
部会員へ事業の説明と3年にわたる支
援要件の取り組みについて協議するこ
とにしています。

　大浜にある育苗施設では1月中旬に蒔かれた
かぼちゃの種が立派な苗に育ちました。
　２月15日。ハウス内には、育苗ポットの中で天に
向かって芽を伸ばし、緑鮮やかな葉を広げた苗達
がコンテナに移され、生産者の元へ届ける準備が
進められていました。

沖縄本島の面積は1,207㎢。五島
列島の総面積690㎢の1.7倍。
人口は129万人。五島市と新上五
島町を合わせた５万３千人のお
よそ24倍です。

選果場への出荷は250kg入りの木箱を使って行われていますが、
MVM商事向けと雨天時は鉄製のコンテナが使われています。
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部
会
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９
日
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、
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察
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会
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し
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。
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と
、
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縄
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す
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回
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は
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会
役
員
４
名
に

加
え
て
五
島
振
興
局
と
Ｊ
Ａ
ご
と
う

の
担
当
職
員
そ
れ
ぞ
れ
２
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す
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。
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と
し
て
も
知
ら
れ
、
主
要
品
種

は
「
え
び
す
」
で
す
。

　
完
熟
さ
せ
る
こ
と
で
糖
度
が
20
度

を
超
え
る
甘
さ
が
特
徴
で
、「
津
嘉
山

完
熟
か
ぼ
ち
ゃ
」「
南
風
原
か
ぼ

ち
ゃ
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
県
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
市
場
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
品
薄
に
な
り

価
格
が
上
が
る
時
期
に
高
品
質
な

か
ぼ
ち
ゃ
を
安
定
し
て
出
荷
す
る
こ

と
で
、
高
い
市
場
価
格
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
宅
地
開
発

に
よ
る
区
画
整
理
が
進
み
農
地
が
減

少
。
部
会
員
の
高
齢
化
も
相
ま
っ

て
、
最
盛
期
は
45
名
い
た
部
会
員
も

半
減
し
て
い
て
、
産
地
と
し
て
は
縮

小
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　
圃
場
は
住
宅
地
に
囲
ま
れ
、
い
わ

ゆ
る
都
市
型
農
業
で
、
中
に
は
近
隣

地
区
に
出
向
き
作
付
け
を
行
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　
も
と
も
と
南
風
原
を
含
む
南
部

地
区
は
、
㏗
６
・
８
〜
８
・
０
の

弱
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
で
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
他
に
も
極
楽

鳥
に
似
た
花
で
極
楽
鳥
花
と
も
呼
ば

れ
る
ス
ト
レ
リ
チ
ア
も
栽
培
さ
れ
て

い
て
、
訪
ね
た
集
荷
場
で
は
選
花
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
地
圃
場
で
の
研
修
を
終
え
た

私
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
営

農
担
当
者
と
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

沖
縄
で
は
高
齢
化
に
よ
る
作
付
面

積
の
減
少
と
、
台
風
の
被
害
対
策

と
い
う
五
島
地
区
と
同
じ
課
題
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
沖
縄
の
部
会
員
は
、
人

数
が
減
少
す
る
中
で
も
、
ブ
ラ
ン
ド

か
ぼ
ち
ゃ
の
産
地
と
し
て
意
識
が
高

く
、
目
揃
え
会
に
は
全
員
が
サ
ン
プ

ル
を
持
ち
寄
っ
て
行
う
そ
う
で
す
。

ま
た
、
集
荷
時
の
検
査
も
基
本
は
職

員
が
行
い
ま
す
が
、
部
会
員
同
士
で

も
選
果
基
準
が
甘
い
場
合
に
は
遠
慮

な
く
注
意
し
合
う
関
係
性
が
出
来
て

い
る
な
ど
、
部
会
の
結
束
力
が
強

く
、
部
会
員
同
士
の
意
思
疎
通
も
充

分
に
図
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

　
台
風
対
策
と
し
て
は
、
防
風
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
ほ
か
、
圃
場
の
間
作

に
ソ
ル
ゴ
ー
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
植
付

け
る
防
風
対
策
を
部
会
全
体
で
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
大
谷
部
会
長
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
圃

場
は
、
五
島
の
方
が
平
地
が
多
く
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ブ
ラ
ン
ド

化
や
産
地
化
を
目
指
す
に
は
、
部
会

員
の
意
識
の
向
上
と
、
お
互
い
の
意

思
疎
通
や
情
報
共
有
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関

や
部
会
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
面
積

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
五
島
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
こ
れ
か

ら
苗
の
植
え
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
前
に
こ
う
し
て
視
察
研

修
が
出
来
た
こ
と
は
と
て
も
有
意

義
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
沖
縄

で
得
た
技
術
を
生
産
者
の
方
々
に

伝
え
活
か
し
、
昨
年
以
上
の
実
績

を
残
せ
る
よ
う
圃
場
巡
回
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　沖縄から戻り１週間後の２月16日、
ほめられかぼちゃ部会は早速、部会役
員会を開きました。
　国が令和５年度の概算予算で園芸
作物の生産と供給を拡大するため加
工・業務用向けの大規模契約栽培に
取り組む産地を育成支援する「大規模
契約栽培産地育成強化事業」を策定

したことを受けて、部会では事業への参
加と定められた事業要件を部会員全員
で満たすことで産地拡大の足掛かりと
することを決定。24日の栽培講習会で
部会員へ事業の説明と3年にわたる支
援要件の取り組みについて協議するこ
とにしています。

　大浜にある育苗施設では1月中旬に蒔かれた
かぼちゃの種が立派な苗に育ちました。
　２月15日。ハウス内には、育苗ポットの中で天に
向かって芽を伸ばし、緑鮮やかな葉を広げた苗達
がコンテナに移され、生産者の元へ届ける準備が
進められていました。

沖縄本島の面積は1,207㎢。五島
列島の総面積690㎢の1.7倍。
人口は129万人。五島市と新上五
島町を合わせた５万３千人のお
よそ24倍です。

選果場への出荷は250kg入りの木箱を使って行われていますが、
MVM商事向けと雨天時は鉄製のコンテナが使われています。
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花
は
、
日
常
に
華
や
か
さ
を
添

え
て
心
地
よ
い
空
間
を
作
っ
て
く

れ
る
存
在
で
す
。
ご
存
じ
の
通

り
、
そ
の
品
種
は
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
多
く
、
国
内
で
は
多
様
化
す

る
嗜
好
性
に
応
え
る
た
め
に
様
々

な
機
関
で
新
た
な
品
種
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
種
苗
会
社
か
ら
委
託
を
受
け
て

行
わ
れ
る
採
種
栽
培
は
、
そ
の
名

の
通
り
花
の
タ
ネ
を
採
る
た
め
に

作
ら
れ
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う

管
内
で
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
葉

ボ
タ
ン
の
採
種
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
栽
培
を
委
託
し
て
い
る
の
は
、

国
内
外
で
野
菜
・
草
花
・
牧
草
・

芝
草
種
子
の
開
発
・
生
産
・
販
売

を
行
う
タ
キ
イ
種
苗
株
式
会
社

（
本
社
京
都
市
）。

　
野
々
切
町
大
窄
地
区
で
は
、
３

戸
の
農
家
が
44
ア
ー
ル
の
葉
ボ
タ

ン
の
採
種
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、

２
月
15
日
、
現
地
検
討
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
検
討
会
に
は
委
託
会
社
の
タ
キ

イ
種
苗
の
担
当
者
が
来
島
。
生
産

者
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
回
り
、

成
長
具
合
や
病
害
虫
の
発
生
状
況

な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
タ
ネ
を
収

穫
す
る
ま
で
の
栽
培
管
理
の
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
現
地
検
討
会
は
、
葉

ボ
タ
ン
の
種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で

成
長
時
期
に
合
わ
せ
一
シ
ー
ズ
ン

に
５
回
ほ
ど
行
わ
れ
、
今
回
は
12

月
以
来
３
回
目
。

　
タ
キ
イ
種
苗
の
担
当
者
に
よ
る

と
、タ
ネ
の
収
穫
を
目
的
と
す
る

採
種
栽
培
は
、花
を
収
穫
す
る
の

と
は
違
い
、栽
培
期
間
が
長
く
、そ

の
分
、病
害
虫
の
防
除
対
策
が
さ

ら
に
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
い
い

ま
す
。収
穫
さ
れ
た
タ
ネ
の
出
来

具
合
が
、発
芽
率
な
ど
商
品
と
し

て
の
品
質
を
大
き
く
左
右
す
る
の

で
す
。

　
葉
ボ
タ
ン
の
代
表
的
な
病
気
は

菌
核
病
や
灰
色
か
び
病
。こ
の
時

期
は
特
に
温
暖
で
多
湿
に
な
り
が

ち
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
、

病
気
の
原
因
と
な
る
カ
ビ
菌
が
発

生
し
や
す
い
た
め
、生
産
者
は
換

気
に
気
を
配
り
、一
株
ご
と
に
病

気
が
発
生
し
や
す
い
株
元
や
葉
の

付
け
根
の
通
気
性
を
図
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
病
気
に
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、葉
ボ
タ

ン
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
で
、害
虫
が
付

き
や
す
い
植
物
。主
な
害
虫
に
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ア
オ
ム
シ
な
ど
が

い
ま
す
が
、中
で
も
コ
ナ
ガ
は
新

芽
の
中
に
潜
り
込
ん
で
し
ま
う
厄

介
な
害
虫
の
た
め
対
策
が
難
し
い

と
の
事
で
す
。

　
菌
核
病
な
ど
の
発
生
が
多
く
品

質
低
下
が
心
配
さ
れ
た
昨
年
に
比

べ
、今
の
と
こ
ろ
生
育
は
順
調
な

よ
う
で
す
。

　
３
月
に
な
る
と
葉
ボ
タ
ン
は
開

花
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
花
が
咲
く
と
重
要
な
の
が
花
粉

交
配
で
、そ
の
手
段
と
し
て
ミ
ツ

バ
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
葉
ボ
タ
ン
に
は
雄
株
と
雌
株
が

あ
り
、植
え
つ
け
方
も
品
種
ご
と

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。雌
雄
両

方
の
花
が
開
く
頃
に
は
、交
配
用

ミ
ツ
バ
チ
が
入
っ
た
木
箱
を
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
置
い
て
一

か
月
ほ
ど
か
け
て
花
粉
交
配
さ
せ

ま
す
。こ
の
間
、生
産
者
は
お
互
い

の
ハ
ウ
ス
を
う
か
つ
に
行
き
来
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。な
ぜ
な

ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
品
種
の
葉

ボ
タ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
た
め
、

自
分
の
ハ
ウ
ス
か
ら
他
の
ハ
ウ
ス

に
衣
服
な
ど
に
付
着
し
た
花
粉
を

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
と
最
悪
の
場

合
、混
合
品
種
が
出
来
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。

　
無
事
に
花
粉
交
配
が
終
わ
っ
た

葉
ボ
タ
ン
が
実
を
結
び
タ
ネ
が
出

来
る
の
が
７
月
。昨
年
９
月
の
種

蒔
き
か
ら
11
か
月
を
か
け
て
生
産

者
の
苦
労
も
こ
の
時
よ
う
や
く
実

を
結
び
ま
す
。

　
令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
に
向

け
て
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
１
月
31
日

か
ら
３
月
７
日
ま
で
管
内
の
支

店
、
出
張
所
の
10
か
所
で
確
定
申

告
・
消
費
税
申
告
の
指

導
相
談
会
を
開
き
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
、

農
業
者
の
税
務
申
告
支

援
の
た
め
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
い
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
が
一

人
ず
つ
申
告
の
相
談
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
参
加
し
た
の
は
、
管

内
の
「
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青

色
申
告
会
」
に
加
入
す

る
会
員
２
５
０
人
。

　
担
当
者
は
、
会
員
が

持
参
し
た
必
要
書
類
と

申
告
内
容
を
確
認
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
類

を
も
と
に
、
確
定
申
告

書
を
仕
上
げ
ま
す
。

　
参
加
し
た
会
員
は
「
年
と
共

に
視
力
が
落
ち
て
申
告
書
を
作

る
の
も
難
し
い
が
、
こ
う
し
て

相
談
し
て
進
め
ら
れ
て
助
か

る
」
さ
ら
に
「
経
理
が
苦
手
な

私
は
、
農
作
業
に
専
念
で
き
て

う
れ
し
い
」
な
ど
と
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
10
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
）
を
受
け
て
、
会
員
へ
の
イ

ン
ボ
イ
ス
事
業
者
と
し
て
の
登

録
申
請
の
説
明
や
受
付
な
ど
が

新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
申

告
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
き
ゅ
う
り
部
会
（
小

林
善
孝
部
会
長
）
は
２
月
21
日
、
出

荷
反
省
会
を
開
き
、
令
和
４
年
産

き
ゅ
う
り
の
実
績
と
５
年
の
生
産
計

画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
栽
培
さ
れ
る
き
ゅ
う
り
は
、
そ
の

ま
ま
市
場
に
出
回
る
青
果
用
と
一
度

漬
込
み
し
て
販
売
さ
れ
る
加
工
用
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
殆
ど
が
加
工
用

で
す
。

　
76
名
が
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付

け
を
行
っ
た
４
年
産
き
ゅ
う
り
は
、

気
象
の
影
響
や
ベ
ト
病
な
ど
病
害
虫

の
被
害
が
少
な
か
っ
た
ほ
か
、
「
中

白
」
と
い
わ
れ
る
中
身
の
水
分
が
抜

け
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
る
症
状
も
少
な

く
作
柄
は
上
々
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
煽

り
で
販
売
不
振
に
陥
っ
た
令
和
２

年
。
部
会
は
生
産
調
整
と
い
う
苦
渋

の
決
断
を
下
し
、
栽
培
面
積
を
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減

ら
し
、
漬
物
用
と
し
て
一
次
加
工
さ

れ
た
き
ゅ
う
り
の
在
庫
の
消
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
販
売

状
況
は
ほ
ど
な
く
回
復
。
令
和
３
年

か
ら
作
付
面
積
を
増
や
そ
う
と
努
め

て
い
ま
す
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
販
売
不
振

が
払
拭
さ
れ
、
関
西
に
加
え
新
た
に

関
東
方
面
か
ら
の
受
注
も
増
え
て
い

る
加
工
き
ゅ
う
り
。
こ
の
現
状
に
部

会
で
は
、
夏
場
の
貴
重
な
収
入
源
で

も
あ
る
き
ゅ
う
り
を
産
地
と
し
て
維

持
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
部
会
員

の
増
員
と
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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に
華
や
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さ
を
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え
て
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よ
い
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れ
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す
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の
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。
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社
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て
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わ
れ
る
採
種
栽
培
は
、
そ
の
名

の
通
り
花
の
タ
ネ
を
採
る
た
め
に

作
ら
れ
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う

管
内
で
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
葉

ボ
タ
ン
の
採
種
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
栽
培
を
委
託
し
て
い
る
の
は
、

国
内
外
で
野
菜
・
草
花
・
牧
草
・

芝
草
種
子
の
開
発
・
生
産
・
販
売

を
行
う
タ
キ
イ
種
苗
株
式
会
社

（
本
社
京
都
市
）。

　
野
々
切
町
大
窄
地
区
で
は
、
３

戸
の
農
家
が
44
ア
ー
ル
の
葉
ボ
タ

ン
の
採
種
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、

２
月
15
日
、
現
地
検
討
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
検
討
会
に
は
委
託
会
社
の
タ
キ

イ
種
苗
の
担
当
者
が
来
島
。
生
産

者
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
回
り
、

成
長
具
合
や
病
害
虫
の
発
生
状
況

な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
タ
ネ
を
収

穫
す
る
ま
で
の
栽
培
管
理
の
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
現
地
検
討
会
は
、
葉

ボ
タ
ン
の
種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で

成
長
時
期
に
合
わ
せ
一
シ
ー
ズ
ン

に
５
回
ほ
ど
行
わ
れ
、
今
回
は
12

月
以
来
３
回
目
。

　
タ
キ
イ
種
苗
の
担
当
者
に
よ
る

と
、タ
ネ
の
収
穫
を
目
的
と
す
る

採
種
栽
培
は
、花
を
収
穫
す
る
の

と
は
違
い
、栽
培
期
間
が
長
く
、そ

の
分
、病
害
虫
の
防
除
対
策
が
さ

ら
に
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
い
い

ま
す
。収
穫
さ
れ
た
タ
ネ
の
出
来

具
合
が
、発
芽
率
な
ど
商
品
と
し

て
の
品
質
を
大
き
く
左
右
す
る
の

で
す
。

　
葉
ボ
タ
ン
の
代
表
的
な
病
気
は

菌
核
病
や
灰
色
か
び
病
。こ
の
時

期
は
特
に
温
暖
で
多
湿
に
な
り
が

ち
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
、

病
気
の
原
因
と
な
る
カ
ビ
菌
が
発

生
し
や
す
い
た
め
、生
産
者
は
換

気
に
気
を
配
り
、一
株
ご
と
に
病

気
が
発
生
し
や
す
い
株
元
や
葉
の

付
け
根
の
通
気
性
を
図
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
病
気
に
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、葉
ボ
タ

ン
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
で
、害
虫
が
付

き
や
す
い
植
物
。主
な
害
虫
に
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ア
オ
ム
シ
な
ど
が

い
ま
す
が
、中
で
も
コ
ナ
ガ
は
新

芽
の
中
に
潜
り
込
ん
で
し
ま
う
厄

介
な
害
虫
の
た
め
対
策
が
難
し
い

と
の
事
で
す
。

　
菌
核
病
な
ど
の
発
生
が
多
く
品

質
低
下
が
心
配
さ
れ
た
昨
年
に
比

べ
、今
の
と
こ
ろ
生
育
は
順
調
な

よ
う
で
す
。

　
３
月
に
な
る
と
葉
ボ
タ
ン
は
開

花
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
花
が
咲
く
と
重
要
な
の
が
花
粉

交
配
で
、そ
の
手
段
と
し
て
ミ
ツ

バ
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
葉
ボ
タ
ン
に
は
雄
株
と
雌
株
が

あ
り
、植
え
つ
け
方
も
品
種
ご
と

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。雌
雄
両

方
の
花
が
開
く
頃
に
は
、交
配
用

ミ
ツ
バ
チ
が
入
っ
た
木
箱
を
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
置
い
て
一

か
月
ほ
ど
か
け
て
花
粉
交
配
さ
せ

ま
す
。こ
の
間
、生
産
者
は
お
互
い

の
ハ
ウ
ス
を
う
か
つ
に
行
き
来
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。な
ぜ
な

ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
品
種
の
葉

ボ
タ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
た
め
、

自
分
の
ハ
ウ
ス
か
ら
他
の
ハ
ウ
ス

に
衣
服
な
ど
に
付
着
し
た
花
粉
を

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
と
最
悪
の
場

合
、混
合
品
種
が
出
来
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。

　
無
事
に
花
粉
交
配
が
終
わ
っ
た

葉
ボ
タ
ン
が
実
を
結
び
タ
ネ
が
出

来
る
の
が
７
月
。昨
年
９
月
の
種

蒔
き
か
ら
11
か
月
を
か
け
て
生
産

者
の
苦
労
も
こ
の
時
よ
う
や
く
実

を
結
び
ま
す
。

　
令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
に
向

け
て
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
１
月
31
日

か
ら
３
月
７
日
ま
で
管
内
の
支

店
、
出
張
所
の
10
か
所
で
確
定
申

告
・
消
費
税
申
告
の
指

導
相
談
会
を
開
き
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
、

農
業
者
の
税
務
申
告
支

援
の
た
め
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
い
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
が
一

人
ず
つ
申
告
の
相
談
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
参
加
し
た
の
は
、
管

内
の
「
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青

色
申
告
会
」
に
加
入
す

る
会
員
２
５
０
人
。

　
担
当
者
は
、
会
員
が

持
参
し
た
必
要
書
類
と

申
告
内
容
を
確
認
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
類

を
も
と
に
、
確
定
申
告

書
を
仕
上
げ
ま
す
。

　
参
加
し
た
会
員
は
「
年
と
共

に
視
力
が
落
ち
て
申
告
書
を
作

る
の
も
難
し
い
が
、
こ
う
し
て

相
談
し
て
進
め
ら
れ
て
助
か

る
」
さ
ら
に
「
経
理
が
苦
手
な

私
は
、
農
作
業
に
専
念
で
き
て

う
れ
し
い
」
な
ど
と
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
10
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
）
を
受
け
て
、
会
員
へ
の
イ

ン
ボ
イ
ス
事
業
者
と
し
て
の
登

録
申
請
の
説
明
や
受
付
な
ど
が

新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
申

告
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
き
ゅ
う
り
部
会
（
小

林
善
孝
部
会
長
）
は
２
月
21
日
、
出

荷
反
省
会
を
開
き
、
令
和
４
年
産

き
ゅ
う
り
の
実
績
と
５
年
の
生
産
計

画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
栽
培
さ
れ
る
き
ゅ
う
り
は
、
そ
の

ま
ま
市
場
に
出
回
る
青
果
用
と
一
度

漬
込
み
し
て
販
売
さ
れ
る
加
工
用
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
殆
ど
が
加
工
用

で
す
。

　
76
名
が
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付

け
を
行
っ
た
４
年
産
き
ゅ
う
り
は
、

気
象
の
影
響
や
ベ
ト
病
な
ど
病
害
虫

の
被
害
が
少
な
か
っ
た
ほ
か
、
「
中

白
」
と
い
わ
れ
る
中
身
の
水
分
が
抜

け
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
る
症
状
も
少
な

く
作
柄
は
上
々
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
煽

り
で
販
売
不
振
に
陥
っ
た
令
和
２

年
。
部
会
は
生
産
調
整
と
い
う
苦
渋

の
決
断
を
下
し
、
栽
培
面
積
を
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減

ら
し
、
漬
物
用
と
し
て
一
次
加
工
さ

れ
た
き
ゅ
う
り
の
在
庫
の
消
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
販
売

状
況
は
ほ
ど
な
く
回
復
。
令
和
３
年

か
ら
作
付
面
積
を
増
や
そ
う
と
努
め

て
い
ま
す
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
販
売
不
振

が
払
拭
さ
れ
、
関
西
に
加
え
新
た
に

関
東
方
面
か
ら
の
受
注
も
増
え
て
い

る
加
工
き
ゅ
う
り
。
こ
の
現
状
に
部

会
で
は
、
夏
場
の
貴
重
な
収
入
源
で

も
あ
る
き
ゅ
う
り
を
産
地
と
し
て
維

持
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
部
会
員

の
増
員
と
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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建屋内に造られた棚
日中、屋外で干された人参を夕方から
翌朝までここで乾燥させます。

　
ゆ
で
あ
げ
た
新
鮮
な
大
根
と
人

参
を
冬
の
季
節
風
を
利
用
し
て
自

然
乾
燥
さ
せ
、ひ
じ
き
と
混
ぜ

合
わ
せ
て
作
ら
れ
る「
五
島
三
菜
」

は
、昔
か
ら
五
島
に
伝
わ
る
健
康

食
品
で
す
。

　
今
回
は
、「
五
島
三
菜
」の
原
料

の一つ
、ゆ
で
干
し
人
参
の
加
工
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ゆ
で
干
し
人
参
作
り
の
主
な
工

程
は
、人
参
の
皮
む
き
か
ら
始
ま

り
、裁
断
し
て
ゆ
で
上
げ
た
あ
と
、

天
日
干
し
、さ
ら
に
屋
内
の
棚
干

し
を
経
て
乾
燥
室
に
移
さ
れ
、水

分
調
整
な
ど
の
最
終
仕
上
げ
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
北
寄
り
の
風
が
吹
く
１
月
末
、

岐
宿
町
に
あ
る
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム

ご
と
う
の
加
工
施
設
で
は
、ゆ
で
干

し
人
参
作
り
が
最
盛
期
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。

　
冷
え
込
む
快
晴
の
朝
　―

―

　
作
業
場
に
入
る
と
、す
で
に
人

参
を
ゆ
で
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。火
に
か
け
ら
れ
た
釜

か
ら
湯
気
が
立
ち
の
ぼ
り
、そ
の

傍
で
は
、機
械
を
使
って
人
参
が
細

か
く
裁
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
に
進
む
と
乾
燥
室
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
前
日
か
ら
屋
内
の
棚
で

干
さ
れ
て
い
た
人
参
を
搬
入
す
る

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
乾
燥
室
で
は
、24
度
か
ら
26

度
の
温
風
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。夕

方
に
は
仕
上
が
り
ま
す
が
、天
気

が
悪
い
と
、夜
９
時
や
10
時
ま
で
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ゆ
っ
く
り

乾
燥
す
る
こ
と
で
、人
参
の
傷
み

を
防
ぎ
、一定
の
水
分
量
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
説
明
し

て
く
れ
る
の
は
長
年
施
設
で
作
業

に
従
事
す
る
宮
本
繁
行
さ
ん
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、釜
が
沸
騰

し
は
じ
め
ま
し
た
。裁
断
し
た
人

参
を
入
れ
た
籠
が
、チ
ェー
ン
ブ
ロッ

ク
を
使
って
ゆ
っ
く
り
と
釜
の
中
に

下
ろ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
程
な
く
釜
の
落
し
蓋
の
隙
間
か

ら
赤
い
煮
汁
が
ぐ
つ
ぐ
つ
と
音
を

立
て
て
沸
き
上
が
って
き
ま
し
た
。

　「
ゆ
で
加
減
の
判
断
は
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
勘
で
す
。ゆ
で
過
ぎ

て
も
い
け
ま
せ
ん
」と
宮
本
さ
ん
。

人
参
が
ゆ
で
あ
が
る
ま
で
の
間
も

専
用
の
棒
を
使
って
撹
拌（
か
く
は

ん
）し
な
が
ら
人
参
の
硬
さ
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
ゆ
で
始
め
て
20
分
。籠
が
立
ち

の
ぼ
る
湯
気
と
と
も
に
釜
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。籠
の
底
が

開
き
、出
て
き
た
人
参
の
鮮
や
か

な
色
が
更
に
増
し
て
い
ま
す
。ゆ
で

あ
が
っ
た
人
参
は
、す
ぐ
に
木
枠
に

張
ら
れ
た
網
の
上
に
手
際
よ
く
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、コ
ン
テ
ナ
に
乗
せ
て
屋

外
に
運
び
出
さ
れ
る
と
、敷
地
内

に
あ
る
棚
に
並
べ
ら
れ
、天
日
と
北

風
を
利
用
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　
外
で
干
し
て
い
る
間
に
も
、日
当

た
り
や
風
通
し
の
具
合
を
見
な
が

ら
棚
を
移
動
さ
せ
た
り
、片
寄
っ
た

人
参
を
な
ら
し
た
り
と
、ま
ん
べ
ん

な
く
乾
か
す
た
め
の
作
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
３
時
を
過
ぎ
、日
が
傾
く

頃
に
な
る
と
、人
参
の
表
面
は
水

分
が
無
く
な
り
、十
分
乾
い
た
よ

う
に
見
え
ま
す
。し
か
し
、ま
だ
ま

だ
中
は
半
生
状
態
。更
に
乾
燥
さ

せ
る
た
め
屋
内
に
あ
る
棚
へ
移
動

さ
せ
ま
す
。屋
内
に
造
ら
れ
た
棚

は
、幅
10
メ
ー
ト
ル
、長
さ
30
メ
ー

ト
ル
の
鉄
製
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
型
の

建
屋
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
に
載
せ
た
人
参
が
外

か
ら
次
々
と
運
び
込
ま
れ
て
き
ま

し
た
。そ
れ
を
全
員
で
棚
に
隙
間

な
く
並
べ
て
い
き
ま
す
。１
時
間
ほ

ど
か
け
て
並
べ
終
え
る
頃
に
は
、棚

一面
が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
、整
然
と

並
ぶ
人
参
が
鮮
や
か
な
朱
色
に
輝

く
光
景
を
前
に
、し
ば
ら
く
時
間

を
忘
れ
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
は
、一日
に
約
１
㌧

の
人
参
が
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ゆ
で
干
し
人
参
と
し
て
出
来
上
が

る
量
は
わ
ず
か
70
㎏
ほ
ど
で
す
。

　
時
間
と
手
間
を
か
け
て
作
ら
れ

る「
五
島
三
菜
」。と
き
に
は
皆
様

の
食
卓
に
並
べ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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に
屋
内
の
棚
干

し
を
経
て
乾
燥
室
に
移
さ
れ
、水

分
調
整
な
ど
の
最
終
仕
上
げ
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
北
寄
り
の
風
が
吹
く
１
月
末
、

岐
宿
町
に
あ
る
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム

ご
と
う
の
加
工
施
設
で
は
、ゆ
で
干

し
人
参
作
り
が
最
盛
期
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。

　
冷
え
込
む
快
晴
の
朝
　―

―

　
作
業
場
に
入
る
と
、す
で
に
人

参
を
ゆ
で
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。火
に
か
け
ら
れ
た
釜

か
ら
湯
気
が
立
ち
の
ぼ
り
、そ
の

傍
で
は
、機
械
を
使
って
人
参
が
細

か
く
裁
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
に
進
む
と
乾
燥
室
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
前
日
か
ら
屋
内
の
棚
で

干
さ
れ
て
い
た
人
参
を
搬
入
す
る

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
乾
燥
室
で
は
、24
度
か
ら
26

度
の
温
風
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。夕

方
に
は
仕
上
が
り
ま
す
が
、天
気

が
悪
い
と
、夜
９
時
や
10
時
ま
で
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ゆ
っ
く
り

乾
燥
す
る
こ
と
で
、人
参
の
傷
み

を
防
ぎ
、一定
の
水
分
量
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
説
明
し

て
く
れ
る
の
は
長
年
施
設
で
作
業

に
従
事
す
る
宮
本
繁
行
さ
ん
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、釜
が
沸
騰

し
は
じ
め
ま
し
た
。裁
断
し
た
人

参
を
入
れ
た
籠
が
、チ
ェー
ン
ブ
ロッ

ク
を
使
って
ゆ
っ
く
り
と
釜
の
中
に

下
ろ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
程
な
く
釜
の
落
し
蓋
の
隙
間
か

ら
赤
い
煮
汁
が
ぐ
つ
ぐ
つ
と
音
を

立
て
て
沸
き
上
が
って
き
ま
し
た
。

　「
ゆ
で
加
減
の
判
断
は
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
勘
で
す
。ゆ
で
過
ぎ

て
も
い
け
ま
せ
ん
」と
宮
本
さ
ん
。

人
参
が
ゆ
で
あ
が
る
ま
で
の
間
も

専
用
の
棒
を
使
って
撹
拌（
か
く
は

ん
）し
な
が
ら
人
参
の
硬
さ
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
ゆ
で
始
め
て
20
分
。籠
が
立
ち

の
ぼ
る
湯
気
と
と
も
に
釜
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。籠
の
底
が

開
き
、出
て
き
た
人
参
の
鮮
や
か

な
色
が
更
に
増
し
て
い
ま
す
。ゆ
で

あ
が
っ
た
人
参
は
、す
ぐ
に
木
枠
に

張
ら
れ
た
網
の
上
に
手
際
よ
く
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、コ
ン
テ
ナ
に
乗
せ
て
屋

外
に
運
び
出
さ
れ
る
と
、敷
地
内

に
あ
る
棚
に
並
べ
ら
れ
、天
日
と
北

風
を
利
用
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　
外
で
干
し
て
い
る
間
に
も
、日
当

た
り
や
風
通
し
の
具
合
を
見
な
が

ら
棚
を
移
動
さ
せ
た
り
、片
寄
っ
た

人
参
を
な
ら
し
た
り
と
、ま
ん
べ
ん

な
く
乾
か
す
た
め
の
作
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
３
時
を
過
ぎ
、日
が
傾
く

頃
に
な
る
と
、人
参
の
表
面
は
水

分
が
無
く
な
り
、十
分
乾
い
た
よ

う
に
見
え
ま
す
。し
か
し
、ま
だ
ま

だ
中
は
半
生
状
態
。更
に
乾
燥
さ

せ
る
た
め
屋
内
に
あ
る
棚
へ
移
動

さ
せ
ま
す
。屋
内
に
造
ら
れ
た
棚

は
、幅
10
メ
ー
ト
ル
、長
さ
30
メ
ー

ト
ル
の
鉄
製
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
型
の

建
屋
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
に
載
せ
た
人
参
が
外

か
ら
次
々
と
運
び
込
ま
れ
て
き
ま

し
た
。そ
れ
を
全
員
で
棚
に
隙
間

な
く
並
べ
て
い
き
ま
す
。１
時
間
ほ

ど
か
け
て
並
べ
終
え
る
頃
に
は
、棚

一面
が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
、整
然
と

並
ぶ
人
参
が
鮮
や
か
な
朱
色
に
輝

く
光
景
を
前
に
、し
ば
ら
く
時
間

を
忘
れ
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
は
、一日
に
約
１
㌧

の
人
参
が
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ゆ
で
干
し
人
参
と
し
て
出
来
上
が

る
量
は
わ
ず
か
70
㎏
ほ
ど
で
す
。

　
時
間
と
手
間
を
か
け
て
作
ら
れ

る「
五
島
三
菜
」。と
き
に
は
皆
様

の
食
卓
に
並
べ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
新
た
に
農
業

を
は
じ
め
ら
れ
た
方
々
に
Ｊ
Ａ
を

よ
り
知
っ
て
も
ら
い
、
農
業
を

経
営
し
て
い
く
上
で
特
に
欠
か

せ
な
い
金
融
面
の
サ
ー
ビ
ス
を

案
内
す
る
「
新
規
就
農
者
様
向
け

説
明
会
」
を
２
月
７
日
、
本
店
で

開
き
ま
し
た
。

　
説
明
会
に
は
、
２
年
以
内
に

就
農
し
た
20
代
か
ら
40
代
の
就
農

者
12
名
の
内
、
６
名
が
参
加
。

本
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融
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の
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員
が
Ｊ
Ａ
の
組

織
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
つ
い
て
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明

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
就
農
す
る

に
あ
た
っ
て
必
要
な
機
械
や
施

設
、
運
転
資
金
な
ど
を
準
備
で
き

る
「
青
年
等
就
農
資
金
」
の
提
供

を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
長
崎
独

自
の
資
金
と
し
て
、
世
界
情
勢
の

変
化
や
高
騰
し
た
資
材
購
入
に
対

応
し
た
「
災
害
対
策
資
金
」
や
、

す
で
に
他
の
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
農
業
資
金
の
借
り
換
え
に

対
応
す
る
「
営
農
サ
ポ
ー
ト
資

金
」
は
金
利
優
遇
措
置
で
あ
る
利

子
補
給
や
保
証
料
の
助
成
が
さ
れ

る
な
ど
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
農
業
経

営
を
資
金
面
で
支
え
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
充
実
し
た

資
金
で
対
応
い
た
だ
く
の
は
い

い
で
す
ね
。
た
だ
、
い
ろ
ん
な

要
因
で
農
業
経
営
が
悪
化
し
た

際
の
改
善
に
向
け
た
経
営
指
導

に
も
期
待
し
た
い
で
す
ね
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
や
生
活
の
必
需
品
と
な
っ

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
日
本
国

内
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ケ
ー

タ
イ
の
所
有
者
の
う
ち
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
比
率
が
２
０
１
０
年

に
は
４
％
程
度
だ
っ
た
の
が
、

２
０
２
２
年
に
94
％
を
超
え
た

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
今
後

も
、
ま
す
ま
す
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
と
い
い
ま

す
。

　
世
界
中
を
飛
び
交
う
情
報
が

そ
の
場
で
手
に
入
り
、
地
球
の

裏
側
に
い
る
相
手
と
も
顔
を
見

な
が
ら
会
話
が
で
き
る
と
い
う

一
昔
前
ま
で
は
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
ア

イ
テ
ム
で
、
そ
の
機
能
の
進
化

に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
機
能
が
進
化
す
る
に

つ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
る
な
ど
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

と
は
い
え
、
有
意
義
に
使
用
す

る
分
に
は
こ
れ
ほ
ど
便
利
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
持
つ

便
利
で
優
れ
た
機
能
や
操
作
方

法
を
覚
え
て
、
日
常
生
活
で
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
２
月
20
日
、

「
ス
マ
ホ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
講
師
を

お
招
き
し
て
、
今
回
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
始
め
て
間
も

な
い
初
心
者
の
方
や
、
通
話
や

メ
ー
ル
以
外
使
っ
た
こ
と
が
な

い
方
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る
た

め
に
使
わ
れ
る
ソ
フ
ト
『
ブ
ラ

ウ
ザ
』
や
『
ア
イ
コ
ン
を
タ
ッ

プ
』
な
ど
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ

と
が
な
い
用
語
に
参
加
者
は
戸

惑
い
な
が
ら
も
ニ
ュ
ー
ス
を
開

い
た
り
、
気
に
入
っ
た
情
報
サ

イ
ト
を
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
る
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
へ
の

登
録
方
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
検
索
の
仕
方
で
、
従

来
の
文
字
を
打
つ
キ
ー
入
力
の

ほ
か
に
、
録
音
マ
ー
ク
を
押
し

て
話
し
か
け
る
と
検
索
が
で
き

る
音
声
入
力
に
は
、
参
加
者
も

そ
の
便
利
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
う
時
の
注
意
点
と
し
て
、

近
年
、
被
害
が
急
増
す
る
詐
欺

メ
ー
ル
や
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ

せ
る
サ
イ
ト
が
あ
る
た
め
、

メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
を
開
く
際
の

注
意
点
も
習
い
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ホ
の
使
い
方
は
子
供

に
聞
い
て
も
な
か
な
か
要
領
が

得
ら
れ
な
い
の
で
諦
め
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
参
加
し
た
方
々
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
教
室
は
次
回
、
３
月

27
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
お
近
く
の

支
店
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
２
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
が
、
部
会
活
動
の
一
環
で

あ
る
親
子
教
室
を
開
催
し
、
「
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
甘
藷
を
蒸
す
と
こ
ろ
か
ら
同
教
室
は
ス
タ
ー
ト
。
直
径
１
㍍
ほ
ど
あ
る
巨
大
な

鍋
に
蒸
籠
を
の
せ
、
甘
藷
を
蒸
し
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
吹
き
上
が
る
湯
気
に
子
供

た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
。
甘
藷
が
蒸
し
あ

が
る
と
、
製
餅
機
を
使
っ
て
餅
と
混
ぜ
て
い

き
ま
す
。
機
械
へ
押
し
込
む
作
業
は
力
の
い

る
作
業
で
す
が
、
こ
れ
に
も
子
供
た
ち
は
飛

び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
か
ん
こ
ろ

餅
が
出
来
上
が
る
と
、
最
後
の
仕
上
げ
で
棒

状
に
成
型
し
、
袋
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。
大

き
な
ト
レ
イ
に
餅
と
粉
を
敷
き
詰
め
、
そ
の

上
で
コ
ロ
コ
ロ
と
成
型
す
る
作
業
で
す
が
、

手
や
顔
ま
で
粉
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
こ

の
日
１
番
の
笑
顔
で
子
供
た
ち
は
作
業
し
て

い
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
か
ん
こ
ろ
餅
は
な
ん
と
95

本
に
も
の
ぼ
り
、
皆
の
作
業
の
甲
斐
も
あ
っ

て
非
常
に
美
味
し
い
出
来
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
は
、
女
性
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
10
日
か
ら
２

泊
３
日
で
女
性
部
役
員
に
よ
る
視
察
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
研
修
は
毎
年
１
度
開
催
さ
れ
る
「
家
の
光
大
会
」
に
合
わ
せ
、
同
大
会
に

参
加
し
更
な
る
女
性
部
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年

は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
同
大
会
の
参
加
に
も
制
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
開

催
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
を
鑑
み
て
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
は
残

念
な
が
ら
出
発
の
直
前
に

「
家
の
光
大
会
」
の
参
加

人
数
に
制
限
が
か
け
ら

れ
、
同
大
会
に
参
加
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
熊

本
県
山
鹿
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ

か
も
と
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
夢
大
地

館
」
と
、
同
県
菊
池
市
に

あ
る
Ｊ
Ａ
菊
池
の
農
産
物

直
売
所
「
き
く
ち
の
ま
ん

ま
」
を
訪
問
。
当
Ｊ
Ａ
産

直
市
場
と
の
違
い
や
、
地

域
の
違
い
に
よ
る
作
物
の

違
い
な
ど
、
熱
心
に
視
察

を
行
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

女性部活動

フレッシュミズ部会活動

３
年
ぶ
り
の
視
察
研
修
へ

親
子
で
楽
し
く
餅
作
り
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「
営
農
サ
ポ
ー
ト
資

金
」
は
金
利
優
遇
措
置
で
あ
る
利

子
補
給
や
保
証
料
の
助
成
が
さ
れ

る
な
ど
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
農
業
経

営
を
資
金
面
で
支
え
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
充
実
し
た

資
金
で
対
応
い
た
だ
く
の
は
い

い
で
す
ね
。
た
だ
、
い
ろ
ん
な

要
因
で
農
業
経
営
が
悪
化
し
た

際
の
改
善
に
向
け
た
経
営
指
導

に
も
期
待
し
た
い
で
す
ね
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
や
生
活
の
必
需
品
と
な
っ

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
日
本
国

内
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ケ
ー

タ
イ
の
所
有
者
の
う
ち
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
比
率
が
２
０
１
０
年

に
は
４
％
程
度
だ
っ
た
の
が
、

２
０
２
２
年
に
94
％
を
超
え
た

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
今
後

も
、
ま
す
ま
す
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
と
い
い
ま

す
。

　
世
界
中
を
飛
び
交
う
情
報
が

そ
の
場
で
手
に
入
り
、
地
球
の

裏
側
に
い
る
相
手
と
も
顔
を
見

な
が
ら
会
話
が
で
き
る
と
い
う

一
昔
前
ま
で
は
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
ア

イ
テ
ム
で
、
そ
の
機
能
の
進
化

に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
機
能
が
進
化
す
る
に

つ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
る
な
ど
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

と
は
い
え
、
有
意
義
に
使
用
す

る
分
に
は
こ
れ
ほ
ど
便
利
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
持
つ

便
利
で
優
れ
た
機
能
や
操
作
方

法
を
覚
え
て
、
日
常
生
活
で
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
２
月
20
日
、

「
ス
マ
ホ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
講
師
を

お
招
き
し
て
、
今
回
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
始
め
て
間
も

な
い
初
心
者
の
方
や
、
通
話
や

メ
ー
ル
以
外
使
っ
た
こ
と
が
な

い
方
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る
た

め
に
使
わ
れ
る
ソ
フ
ト
『
ブ
ラ

ウ
ザ
』
や
『
ア
イ
コ
ン
を
タ
ッ

プ
』
な
ど
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ

と
が
な
い
用
語
に
参
加
者
は
戸

惑
い
な
が
ら
も
ニ
ュ
ー
ス
を
開

い
た
り
、
気
に
入
っ
た
情
報
サ

イ
ト
を
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
る
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
へ
の

登
録
方
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
検
索
の
仕
方
で
、
従

来
の
文
字
を
打
つ
キ
ー
入
力
の

ほ
か
に
、
録
音
マ
ー
ク
を
押
し

て
話
し
か
け
る
と
検
索
が
で
き

る
音
声
入
力
に
は
、
参
加
者
も

そ
の
便
利
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
う
時
の
注
意
点
と
し
て
、

近
年
、
被
害
が
急
増
す
る
詐
欺

メ
ー
ル
や
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ

せ
る
サ
イ
ト
が
あ
る
た
め
、

メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
を
開
く
際
の

注
意
点
も
習
い
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ホ
の
使
い
方
は
子
供

に
聞
い
て
も
な
か
な
か
要
領
が

得
ら
れ
な
い
の
で
諦
め
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
参
加
し
た
方
々
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
教
室
は
次
回
、
３
月

27
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
お
近
く
の

支
店
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
２
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
が
、
部
会
活
動
の
一
環
で

あ
る
親
子
教
室
を
開
催
し
、
「
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
甘
藷
を
蒸
す
と
こ
ろ
か
ら
同
教
室
は
ス
タ
ー
ト
。
直
径
１
㍍
ほ
ど
あ
る
巨
大
な

鍋
に
蒸
籠
を
の
せ
、
甘
藷
を
蒸
し
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
吹
き
上
が
る
湯
気
に
子
供

た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
。
甘
藷
が
蒸
し
あ

が
る
と
、
製
餅
機
を
使
っ
て
餅
と
混
ぜ
て
い

き
ま
す
。
機
械
へ
押
し
込
む
作
業
は
力
の
い

る
作
業
で
す
が
、
こ
れ
に
も
子
供
た
ち
は
飛

び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
か
ん
こ
ろ

餅
が
出
来
上
が
る
と
、
最
後
の
仕
上
げ
で
棒

状
に
成
型
し
、
袋
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。
大

き
な
ト
レ
イ
に
餅
と
粉
を
敷
き
詰
め
、
そ
の

上
で
コ
ロ
コ
ロ
と
成
型
す
る
作
業
で
す
が
、

手
や
顔
ま
で
粉
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
こ

の
日
１
番
の
笑
顔
で
子
供
た
ち
は
作
業
し
て

い
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
か
ん
こ
ろ
餅
は
な
ん
と
95

本
に
も
の
ぼ
り
、
皆
の
作
業
の
甲
斐
も
あ
っ

て
非
常
に
美
味
し
い
出
来
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
は
、
女
性
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
10
日
か
ら
２

泊
３
日
で
女
性
部
役
員
に
よ
る
視
察
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
研
修
は
毎
年
１
度
開
催
さ
れ
る
「
家
の
光
大
会
」
に
合
わ
せ
、
同
大
会
に

参
加
し
更
な
る
女
性
部
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年

は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
同
大
会
の
参
加
に
も
制
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
開

催
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
を
鑑
み
て
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
は
残

念
な
が
ら
出
発
の
直
前
に

「
家
の
光
大
会
」
の
参
加

人
数
に
制
限
が
か
け
ら

れ
、
同
大
会
に
参
加
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
熊

本
県
山
鹿
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ

か
も
と
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
夢
大
地

館
」
と
、
同
県
菊
池
市
に

あ
る
Ｊ
Ａ
菊
池
の
農
産
物

直
売
所
「
き
く
ち
の
ま
ん

ま
」
を
訪
問
。
当
Ｊ
Ａ
産

直
市
場
と
の
違
い
や
、
地

域
の
違
い
に
よ
る
作
物
の

違
い
な
ど
、
熱
心
に
視
察

を
行
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

女性部活動

フレッシュミズ部会活動

３
年
ぶ
り
の
視
察
研
修
へ

親
子
で
楽
し
く
餅
作
り

ごとう 8ごとう9



第１部

インターネットを
使ってみよう

第２部

ラインを
はじめてみよう

～教室の内容～

第 2 回

ＪＡスマホ教室を開催します！

参加費無料

３月２７日 ( 月 )
第１部  １０ ： ００～ ( 基本編 )
第２部  １３ ： ３０～ ( 応用編 )
１部 ・ ２部連続での参加も可能です！

ＪＡごとう本店大会議室にて
定員１５名
※定員になり次第締切ります

申込やお問合せは金融部まで
担当 ： 野口　(TEL)0959-72-6212

17
㌔
先
の
ゴ
ー
ル
目
指
し
て

　
１
月
29
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
有
志
職
員
で
作
ら
れ
た
駅

伝
チ
ー
ム
２
組
が
、
五
島
市
民
駅
伝
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
開
催
を
見
送
っ
て
い
た
同

大
会
へ
は
３
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
今
回
。
毎
年
１１
月

ご
ろ
か
ら
有
志
職
員
が
集
ま
り
、
週
に
３
回
ほ
ど
練
習
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
過
去
２
年
は
大
会
の
中
止
が
発
表

さ
れ
て
は
肩
を
落
と
し
て
い
た
職
員
た
ち
。
よ
う
や
く
そ

の
練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き
る
と
あ
っ
て
、
熱
意
の
こ

も
っ
た
表
情
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
び
ま
す
。
当
日
は

気
温
も
低
く
、
小
雨
も
ぱ
ら
つ
く
中
で
し
た
が
、
職
場
対

抗
の
部
で
航
空
自
衛
隊
、
消
防
署
に
次
ぐ
第
４
位
で
Ａ

チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
。Ｂ
チ
ー
ム
も
９
位
で
ゴ
ー
ル
と
な
り
、

２
チ
ー
ム
と
も
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　
沿
道
か
ら
の
応
援
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ

ご
と
う
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

を
通
じ
、
地
域
社
会
の
発
展
へ
貢
献

し
て
参
り
ま
す
。

JAごとうB
総合：11 位

（職場：9 位）

原  依吹

18’ 17’’

原  直輝

13’ 43’’

小村  篤志

10’ 34’’

山口  重章

17’ 46’’

出口  弘貴

15’ 37’’
75’ 57’’

JAごとうA

第19回  五島市民駅伝大会結果

総合：6 位
（職場：4 位）

鍋内  豊海

16’ 29’’

野口  建志朗

12’ 02’’

吉村  晃一

8’ 48’’

尾上  建基

16’ 11’’

久保  風輝

15’ 34’’
69’ 04’’

チーム名 順　位 1区（4.3km） 2区（3.0km） 3区（2.2km） 4区（3.8km） 5区（3.4km） 総タイム
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編 集
後 記

　まだまだ注意が必要ではありますが、以前と比べるとだいぶ落ち着きを取り戻してきた
ように思える新型コロナウイルスの状況。３／１３からは国のマスク着用方針も緩和され
るということで、今後の広報誌ではマスクのない状態で、しっかりと皆さん表情を撮影で
きるようになるのではないかと思っています。そうなれば、これまで以上に写真の重要性
が増していくと思います。皆様の素敵な表情を引き出し、よりよい広報誌を作っていくた
めにも、しっかりとカメラの技術向上を目指していくと共に、撮る側が笑顔でなければ撮
られる側も笑顔になれないと思いますので、しっかりと笑顔の練習をして取材に臨みたい
と思います。   　　　　　　                         　　　　　　　　　　           （長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111

令
和
四
年
度 

第
十
一
回
理
事
会

令
和
五
年
二
月
二
十
二
日
㈬
開
催

議
案
事
項

1 次
第

報
告
事
項

2 議
案
№
１
　
総
代
選
挙
管
理
者
・
立
会
人
の
指
名
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
１
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
１
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
４
年
度
１
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
５
年
１
・
２
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
自
主
検
査
結
果
と
り
ま
と
め

に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
相
談
・
苦
情
等
の
対
応
状
況

に
つ
い
て

報
告
№
９
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
４
年
度
12
月
末
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
４
年
度
第
３
回
債
権
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
13
　
県
有
財
産
一
般
競
争
入
札
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
総
代
選
挙
要
領
・
役
員
選
任
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

報
告
№
15
　
令
和
４
年
度
期
末
見
込
お
よ
び
次
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他
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